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4
case

琵琶湖流域（滋賀県）

マザーレイクフォーラムがつなげる琵琶湖の仲間
びわ活で地域を活性化

マザーレイクフォーラム体制図

【課　題】	 総合的取組
【主　体】	 滋賀県
【連絡先】	 �滋賀県琵琶湖環境部琵琶湖

保全再生課

Profile

滋賀県

わ
が
国
の
湖
の
中
で
最
大
の
面
積
と
貯
水
量

を
誇
る
琵
琶
湖
で
は
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期

以
降
、
水
質
悪
化
な
ど
の
環
境
問
題
、
さ
ら
に
は
、

外
来
魚
に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響
と
い
っ
た
問

題
に
も
直
面
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
取

り
組
み
、
琵
琶
湖
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
滋
賀
県
で
は「
琵
琶
湖

総
合
保
全
整
備
計
画（
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
21
計
画
）」

を
２
０
０
０
年
に
策
定
し
、
計
画
に
基
づ
い
た
流

域
保
全
の
た
め
の
幅
広
い
活
動
を
、
住
民
、
企
業
、

研
究
機
関
等
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
中
心
で
あ
る
市
民
参
加
の「
マ
ザ
ー
レ

イ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
様
々
な
活
動
の
連
携
基
盤

と
な
っ
て
お
り
、
自
然
環
境
の
保
全
活
動
の
み
な

ら
ず
、
各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
推
進
に

も
寄
与
し
、
住
民
の
幅
広
い
参
加
を
促
し
、
地
域

の
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
活
動
に
は
、
事
業
者
か
ら
の
寄
付

を
早
期
か
ら
受
け
入
れ
、
琵
琶
湖
の
保
全
活
動
の

財
政
基
盤
と
し
て
効
果
的
に
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
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琵
琶
湖
の
総
合
保
全
を
目
指
す

日
本
最
大
の
湖
で
あ
る
琵
琶
湖
は
、
本

州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
万
葉
集
で
は

「
淡
海
の
海（
あ
ふ
み
の
う
み
）」と
呼
ば
れ
、

古
来
よ
り
農
業
、
漁
業
の
中
心
、
そ
し
て

重
要
交
通
路
と
し
て
地
域
の
要
で
し
た
。

現
在
で
も
淀
川
水
系
を
介
し
て
、
下
流
域

の
大
阪
を
始
め
と
し
た
都
市
部
の
重
要
な

水
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

琵
琶
湖
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の

近
畿
圏
の
水
需
要
増
大
に
応
え
る
た
め

１
９
７
２
年
よ
り「
琵
琶
湖
総
合
開
発
事

業
」が
実
施
さ
れ
、
地
域
の
社
会
基
盤
が

格
段
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の

地
域
の
経
済
発
展
は
琵
琶
湖
の
水
質
環
境

を
悪
化
さ
せ
、
さ
ら
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

等
の
外
来
魚
に
よ
っ
て
琵
琶
湖
の
生
態
系

も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
、
水
資
源
・

自
然
環
境
保
全
等
の
包
括
的
観
点
か
ら

琵
琶
湖
総
合
保
全
整
備
計
画（
マ
ザ
ー

レ
イ
ク
21
計
画
）が
２
０
０
０
年
３
月
に

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
琵
琶
湖
で
は
現
在
、

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
参
加
の「
マ

ザ
ー
レ
イ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
軸
と
な
っ

た
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
、
地
域
活
性
化

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
台
風
災
害
を
契
機
に
２
０
１
４

年
に
策
定
・
施
行
さ
れ
た「
流
域
治
水
推

進
条
例
」は
、
治
水
の
面
か
ら
琵
琶
湖
の

流
域
保
全
を
支
え
て
い
ま
す
。

マ
ザ
ー
レ
イ
ク
21
計
画

琵
琶
湖
の
総
合
保
全
を
目
指
し
、
21
世
紀

に
お
け
る
湖
沼
総
合
保
全
の
モ
デ
ル
に
す

べ
く
策
定
さ
れ
た
こ
の
計
画
で
は
、
琵
琶
湖

の
現
状
と
課
題
を「
水
質
保
全
」、「
水
源
か

ん
養
」及
び「
自
然
的
環
境
・
景
観
保
全
」の

３
つ
の
視
点
か
ら
明
確
に
し
、
さ
ら
に
は
そ

れ
ら
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
る
河
川
流

域
の「
土
地
利
用
の
あ
り
方
」ま
で
踏
み
込
み

ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
民
・
事
業
者
の
具
体

的
な
取
組
内
容
と
と
も
に
、
２
０
５
０
年
度

ま
で
の
短
中
長
期
の
段
階
的
計
画
目
標
・
あ

る
べ
き
姿
を
定
め
て
い
ま
す
。

計
画
は
第
１
期
の
見
直
し
を
経
て

２
０
１
１
年
度
か
ら
第
２
期
と
し
て
再
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
第
２
期
で
は
、
①
琵

琶
湖
流
域
生
態
系
の
保
全
・
再
生
、
②
暮

ら
し
と
湖
の
関
わ
り
の
再
生
、
の
二
つ
の

施
策
の
柱
を
設
定
し
、
三
つ
の
場（
湖
内
、

湖
辺
域
、
集
水
域
）と
三
つ
の
つ
な
が
り

（
個
人
・
家
庭
、
生
業
、
地
域
）に
つ
い
て
、

そ
の
達
成
状
況
を
定
量
的
に
把
握
す
る
た

め
、
環
境
や
社
会
の
状
態
を
表
す
指
標
を

設
定
し
、
施
策
と
進
捗
状
況
と
を
合
わ
せ

て
目
標
達
成
度
を
評
価
す
る
進
行
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
目
標
管
理
と
計
画
の
実
効
性
を
確

保
す
る
た
め
の
受
け
皿
と
し
て
、「
マ
ザ
ー

レ
イ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
２
０
１
２
年
に

新
た
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

マザーレイク21計画第2期改定版の計画目標

１
９
７
０
～
９
０
年
代
、
琵
琶
湖
の
水
質
悪
化
な
ど
の

湖
沼
環
境
へ
の
影
響
が
表
面
化

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1990 1970

「
琵
琶
湖
の
総
合
的
な
保
全
の
た
め
の
計
画
調
査
」

（
国
）

1997～
1998

「
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
21
計
画（
第
１
期
計
画

（
１
９
９
９
～
２
０
１
０
）」策
定

2000.3

「
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」設
立

「
び
わ
コ
ミ
会
議
」開
始

2012.3

「
滋
賀
県
流
域
治
水
の
推
進
に
関
す
る

条
例
」制
定

2014.3

「
琵
琶
湖
の
総
合
的
保
全
の
た
め
の
課
題

と
今
後
の
取
り
組
み（
中
間
取
り
ま
と
め
）

作
成
」

1996.4

「
琵
琶
湖
総
合
開
発
事
業
」

（
１
９
７
２
～
１
９
９
７
）（
国
）

1972

「
第
２
期
計
画（
２
０
１
１
～
２
０
２
０
）」開
始

2011.10
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多
様
な
セ
ク
タ
ー
参
加
の

た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
存
在

「鍵」
その1

　
　

マ
ザ
ー
レ
イ
ク
21
計
画
の
理
念
の
下
で

設
立
さ
れ
た
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
琵
琶
湖
へ
の「
思
い
」や「
課
題
」に

「
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る
場
」で
す
。
設
立

以
来
、
様
々
な
人
や
団
体
が「
つ
な
が
り
」

を
築
い
て
い
く
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
づ
く
り
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
産
官
学
及
び
市
民
団

体
の
代
表
者
か
ら
な
る
運
営
委
員
会
が
組

織
さ
れ
、
計
画
達
成
の
た
め
の
具
体
的
活

動
内
容
に
関
す
る
意
思
決
定
と
そ
の
運
営
、

進
捗
管
理
、評
価
、提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
主
な
活
動
と
し

て
次
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

【
び
わ
コ
ミ
会
議
】　

県
民
の
互
い
の
思
い

や
取
組
状
況
を
共
有
し
、
琵
琶
湖
の
現
状

や
将
来
に
つ
い
て
話
し
合
う
行
事
を
運
営
。

【
地
域
・
分
野
別
フ
ォ
ー
ラ
ム
】　

地
域
別
・

分
野
別
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
の
活
動
を「
マ
ザ
ー
レ
イ
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム
連
携
事
業
」と
し
て
承
認
し
、

他
の
事
業
と
の
効
果
的
な
連
携
・
交
流
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、Ｐ
Ｒ
活
動
等
を
支
援
。

【
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
】　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
多
様
な
主
体
が
分
野
を
超
え

た
つ
な
が
り
を
育
み
、
新
た
な
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
を
支
援
し
普
及
啓
発
を
実
施
。

多
様
な
セ
ク
タ
ー
が
一
堂
に

集
う﹁
び
わ
コ
ミ
会
議
﹂

「鍵」
その2マ

ザ
ー
レ
イ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
運
営
、

毎
年
開
催
す
る「
び
わ
コ
ミ
会
議
」は
、
流

域
の
保
全
に
関
わ
る
関
係
者
が
一
堂
に
集

ま
っ
て
、
お
互
い
の
立
場
や
経
験
、
意
見

の
違
い
を
尊
重
し
つ
つ
、
思
い
や
課
題
を

共
有
し
、
琵
琶
湖
の
将
来
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
さ
ら
に
は
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
21
計
画

の
進
捗
管
理
も
行
う
と
い
っ
た
、
計
画
上

重
要
な
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

２
０
１
２
年
よ
り
毎
年
８
月
下
旬
に
開

催
さ
れ
、
９
回
目
と
な
る
２
０
１
９
年
の

テ
ー
マ
は
、「
び
わ
湖
の
こ
れ
ま
で
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
」、
92
団
体
、
約
２
０
０
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

び
わ
コ
ミ
会
議
に
先
立
ち
、
滋
賀
県
が

中
心
と
な
っ
て
、
各
指
標
値
の
推
移
を
ま

と
め
た
レ
ポ
ー
ト「
び
わ
湖
な
う
」が
取
り

ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
レ
ポ
ー

ト
に
基
づ
い
て
、
学
識
経
験
者
に
よ
る
取

組
の
評
価
の
場
と
し
て「
学
術
フ
ォ
ー
ラ

ム
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
び
わ
コ
ミ
会
議

で
は
、
こ
れ
ら
の
事
前
の
活
動
成
果
を
効

果
的
に
取
込
み
、
多
様
な
セ
ク
タ
ー
が
効

率
的
に
、
琵
琶
湖
の
現
在
、
そ
し
て
将
来

に
つ
い
て
話
し
合
う
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
会
議
の
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次

の
通
り
で
す
。

【
第
１
部
】こ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
確
認
、
レ
ポ
ー
ト
や
各
団
体
報
告
に
よ

り
当
該
年
度
の
評
価
を
共
通
認
識
。

【
第
２
部
】グ
ル
ー
プ
討
論
を
通
じ
て
課

題
・
今
後
の
取
組
を
確
認
、
そ
の
結
果
を

ま
と
め
、
参
加
者
で
コ
ミ
ッ
ト
。

企
業
と
の
連
携
し
た
保
全
活
動

﹁
お
茶
で
琵
琶
湖
を
美
し
く
﹂

「鍵」
その3滋

賀
県
で
は
琵
琶
湖
の
総
合
保
全
の
た

流域マネジメント、ここが「鍵」

マザーレイクフォーラムの主な役割

びわコミ会議の様子

マザーレイクフォーラムによる計画の進行管理
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め
に
、
企
業
と
の
多
角
的
な
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
１
つ
が
株
式
会
社
伊
藤

園
と
２
０
０
８
年
よ
り
取
り
組
ん
で
い

る「
お
茶
で
琵
琶
湖
を
美
し
く
。」キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
。
こ
の
取
組
は
、
企
業
の
製

品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に「
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
」の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
表
示
、
琵
琶
湖
の
環
境
保

全
の
必
要
性
を
訴
求
す
る
と
と
も
に
、
企

業
か
ら
製
品
売
上
の
一
部
が
滋
賀
県
の
推

進
す
る
琵
琶
湖
環
境
保
全
活
動
に
寄
付
さ

れ
る
も
の
で
す
。

県
で
は
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
寄
付

金
を
活
用
し
て
、
保
全
指
標
の
ヨ
シ
群
落

育
成
事
業（
ヨ
シ
帯
の
維
持
管
理
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
助
成
）や
ヨ
シ
の
保

全
に
関
す
る
啓
発
事
業（
博
物
館
で
の
ヨ

シ
展
示
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
）を
実
施
し
て

い
ま
す
。

琵
琶
湖
と
関
わ
る
活
動︵
び
わ
活
︶推
進
に

向
け
た
親
子
向
け
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行

「鍵」
その4滋

賀
県
で
は
、
条
例
で
定
め
た
７
月
１

日
の「
び
わ
湖
の
日
」を
中
心
に
、
市
民
が

保
全
活
動
に
関
心
を
持
ち
、
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
の
新
し
い
取
組
と
し
て
、

２
０
１
８
年
よ
り「
こ
の
夏
！
び
わ
活
！

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
よ
り
多
く
の
方

が
琵
琶
湖
と
関
わ
り
、
環
境
保
全
活
動
へ

の
関
心
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
と
も
連
携
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
夏
に
琵
琶
湖
及

び
そ
の
流
域
で
開
催
さ
れ
る
、
環
境
保
全

活
動
、
体
験
型
セ
ミ
ナ
ー
、
お
祭
り
や
釣

り
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
い
っ
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
他
、

保
全
活
動
へ
の
寄
付
金
付
き
商
品
、
地
元

農
水
産
物
を
使
っ
た
料
理
の
レ
シ
ピ
な
ど

が
網
羅
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
全
な
生
態
系
の

バ
ラ
ン
ス
に
向
け
た

よ
り
総
合
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
目
指
し
て

マ
ザ
ー
レ
イ
ク
21
計
画
で
は
、
琵
琶
湖

の
総
合
的
保
全
の
達
成
に
向
け
、
水
質
の

他
、
在
来
魚
介
類
の
漁
獲
量
、
ヨ
シ
群
落
と

い
っ
た
生
物
の
生
息
域
な
ど
の
指
標
値
に

よ
る
数
値
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ヨ
シ
群
落
の
面
積
や
外
来
魚
に
関
す
る

取
組
は
、
指
標
値
か
ら
見
た
場
合
、
着
実

に
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
富
栄
養
化
を

示
す
赤
潮
の
発
生
も
近
年
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
在
来
魚
介
類
の

漁
獲
量
の
減
少
や
ヨ
シ
群
落
の
植
生
構
成

な
ど
は
悪
化
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
項
目
に

よ
り
状
況
や
傾
向
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
原
因
は
、
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
琵
琶
湖
は「
生
態
系
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
き
た
」状
態
に
あ
る
と

い
え
ま
す
。
そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、
水
、

物
質
、
生
き
物
、
そ
し
て
そ
れ
を
取
り
巻

く
社
会
の
つ
な
が
り
を
踏
ま
え
た
、
よ
り

総
合
的
な
視
野
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

活動の�
効　果

マザーレイクフォーラムの主な役割

「お茶で琵琶湖を美しく」キャンペーンホームページ

「この夏！びわ活！ガイドブック2019」表紙

琵琶湖の主な外来魚の推定生息量

琵琶湖のヨシ群落面積の推移

単位：ha


